
令和５年度 事務部 経営方針                

 

令和６年３月 

市民病院事務部長 吉田 ヒロミ 

１ 部・室の基本方針 

（１）部の組織目標 
（２）「まちづくり構想 福知山」で掲げる基本政策・施策の実現、及び行政改革大綱 2022-2026 

の取組推進に向けた部内の運営方針 

中丹地域の中核病院として 

①医師・看護師等医療スタッフの継続的確保 

②医療環境や患者ニーズに対応した運営体制と施設・設備の充実 

③良質で質の高い医療サービスの提供による収入確保 

④事業の合理的運営による費用の削減・抑制 

⑤本院と分院の連携強化及び地域医療連携の推進 

○市民病院における高度急性期医療・急性期医療・回復期医療のさらなる充実 

・救急医療、がん診療、災害医療、周産期医療など市民病院が担っている高度急性期医療・急性期医

療に対し、医療従事者の確保や、高度医療機器の導入・更新などを行う。 

・急性期を脱した患者に対し、さらに充実したリハビリを中心とする回復期医療を提供する。 

 

○診療情報システム(電子カルテ)の更新を迎える令和６年１月に向けて、院内での協議を進める。新

システムへ移行することによって医療分野におけるＤＸ化をさらに進化させ、スムーズな受診の流れ

や待ち時間の短縮など、患者(市民)へのサービス向上につなげる。 

 

２ 令和５年度の重点目標 

No 重点目標 
現状認識（重点目標の背景にある 

現状と課題、社会の動向など） 
取組内容及び成果指標 達成状況（年度末評価） 

達成

度 

1 本院の健全経営の維持 

市民病院は平成２２年度より１２年間

黒字決算を継続しており、最大で３８億

円を超える累積欠損金があったが令和

３年度で解消することができた。 

今後も効率的で安定した事業運営に努

め、健全経営を維持していく。 

【取組内容】 

・効率的な病床運営や患者数の確保、平均在院

日数の短縮化をすすめるとともに、ＤＰＣ係数

の向上に努め、診療収入を確保する。 

・業務改善を実施するなどして、費用を削減さ

せる。 

【成果指標】 

・黒字決算を維持する。 

物価高騰による材料費や、人事院勧告によ

る人件費の上昇により費用の削減は厳しい

状況である。 

患者数の確保は前年同様であったが、在院日

数が短縮したため結果として延べ患者数が

減少した。しかし高度な医療を提供し続けた

ため高い診療単価を維持することができた。 

このような状況から、令和５年度も黒字決算

を維持できる。 

Ｃ 

2 本院と分院との連携強化 

本院と分院との連携をさらに強化し、両

院の患者数を確保する。 

分院においては在宅医療を推進すると

ともに、地域包括ケア病床の役割をはた

していく。 

【取組内容】 

・本院のＭＳＷ等と分院看護科等との間で情報

共有を密に行い、スムーズな転院につなげる。 

【成果指標】 

・分院の新規入院患者のうち、本院からの転院

割合を引き続き５０％以上とする。 

本院と分院との連携については、本院のＭＳ

ＷやＰＦＭ担当看護師と分院の看護科間だ

けに止まらず、医師間においても強化に取り

組んでいる。また、分院医師からのベッド状

況などの情報発信を行った。 

しかし、本院の延べ患者数が減少したことに

より本院からの転院割合は５０％を下回る

結果となった。 

Ｄ 



3 分院の経営改善と安定運営 

分院化後黒字先行の経営を続けている

ものの、安定した運営状態とは言い難

い。経営の改善を引き続き行い、安定

経営をめざす。 

【取組内容】 

・在宅復帰率、看護必要度、緊急時の受け入れ

などの地域包括ケア病床の施設要件をクリア

し、収入を確保する。 

【成果指標】 

・黒字決算を維持する。 

本院からの転院患者数が少なかったことな

どから、患者総数は減少したが、地域包括ケ

ア病棟の施設要件を維持できたことにより

安定した収入の確保につながった。 

このような状況から、令和５年度も黒字決算

を維持できる。 

Ｃ 

4 診療収入の確保に向けた取組 

新たな施設基準について研究を重ねる

とともに、既に届け出ている施設基準

についてチェックを行う。 

【取組内容】 

・新たな施設基準の取得に向けて、医師等医療

者と協議の場を持つほか、事務部内において検

討を進める。 

【成果指標】 

・ＤＰＣ係数を向上させる。 

紹介、逆紹介を進めてきたことにより８月に

は、紹介受診重点医療機関となり、１月には

総合入院体制加算の届出を行うことができ

た。また、高度医療や救急医療に取り組んで

きたことから、ＤＰＣ係数は相対的に向上し

た。（ＤＰＣ係数の基準が変更されたため実

数として前年と比較することはできない） 

Ｃ 

5 新たな施設整備に向けた取組 

災害拠点病院要件となった非常用自家

発電設備等や、老朽化・狭隘化による

施設の整備に取り組む。 

【取組内容】 

・非常用自家発電設備を含めた新棟の建設に向

けて、具体的な内容の協議を進める。 

【成果指標】 

・上期で諸条件を確定し、下期に基本設計に着

手する。 

新棟建設にむけ、内容の協議を進め、１２月

に基本・実施設計業務に着手できた。 
Ｃ 

 

【達成度】 

区分 達成の度合 定量的な判断基準 定性的な判断基準 

Ａ 目標を著しく上回る成果をもって達成 達成水準に対して 150％以上の成果 期待を大幅に上回る成果 

Ｂ 目標を上回る達成 達成水準に対して 110％以上の成果 期待以上の成果を挙げた 

Ｃ 目標通りに達成 達成水準通り（100％）の成果 ほぼ期待通りの成果を挙げた 

Ｄ 目標を未達成 
達成水準に対して 100％未満 

複数の成果目標に対して一部未達成 
期待通りの成果に至らなかった 

Ｅ 目標を著しく未達成 達成水準に対して 50％未満 期待を大幅に下回る結果 

 

 

３ 所管部署が関与する庁内推進組織 

推進組織の名称 役割等 所管事項（概要） 令和 5年度取組内容 進捗状況（事務局課のみ記載） 

     

 

 


